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紅葉が笑しい奥越高原牧場で、10

月24日、冬越しのため各農家から頂

かった育成牛144頭の里帰りがあり

ました。

　

ことしの5月9日に牧場へ頂けら

れてから168日間、広々とした牧場

で育った牛たちは、がっしりした骨

格になり、体重も平均約60‰増えま

した。

　

迎えに来た飼主は立派に育った我

が家の牛に大喜び。しかし、自動車

に乗せる作業になると「モーつとい

たい」？と剛力×出して飼主や係員

×予こずらせる牛が続出し、関係者

は「すごい力だ」と汗だくになって

誘導していました○

　

小島豊治場長は「この牧場が県民

から酪農の基礎牛づくりの場として

認識され、年々預託’トが増えている

ことは喜ばしいことです。ことしは

田暇りが続いたため牧草の生育があ

まりよくなかったのですが、牛の衛

生管理にト分気×配りましたので、

乳牛としてー一番大切な足、腰の丈夫

な若牛×育てることが出来ました」

と運び去られる1頭1頭に日×細め

ていました。

9月の人口42．795人（男20，614女22，181）世帯数10，422



箔眉間司9泌）

　

11月3［1は文化の日、この目を中心ヽに総合

文化祭が催され、日ごろの活動の成果が発表

されます○市内には「生活に潤い×求めて」

多くの方々がいろいろな文化活動にいそしん

でむられます。今川はこれらの中から3グル

ープの活動×紹介しましょう。

驀
終
南
吏
音
楽
々
腹
絨

幕
末
の
鼓
隊
行
進
曲
を
再
現

文
明
開
化
を
告
げ
た
ヤ
ッ
パ
ン
●
マ
ル
ス

　

有終南小学校の音楽クラブの児童

たちが、11月3日の文化の日に市民

会館で、幻の行進曲と言われた幕末

の軍楽行進曲「ヤッパン・マルス」

×披露します。

　

ヤッノijン●

マルスとはオ

ランダ語で「日

本行進曲」と

訳され、嘉永

安政年間に長

崎伝習所でオランダの士官により、

軍楽（鼓隊）行進曲として伝習生に

教えられたものと言われています。

　

世界に目×開き「北陸の長崎」と

言われた大野藩にもこれが伝えられ

安政元年には西洋式の調練が新田野

（木本が原）で行われて、鼓隊による

大行進がありました○

　

この様子×伝える「大調練行列図」

が今も柳廼社に保存されています○

　

しかし、この時代の行進曲ヤッバ

ン・マルスとはどんなリズムだった

のかは全くわかりませんでした○

　

この研究が学者の間で続けられ、

初めて公表されたのが昭和51年1月

NHKの「ヤッパン・マルス」とい

う番組でした○

　

大野市ふるさと懇話会会長の岩治

勇一さん（65歳、

本町、医師）は、

この番組×兄で、

とっさに大野藩の

調練図に鼓隊があ

ったことに気づき

　

「このリズムこそ

が先覚の響きだ。

ぜひ大野人の手で

再現したいもの」

と譜面×于に入れ

るため、各方面に働きかけました○

　

貴重な学術内容だけに譜面はFに

入りませんでしたが、蘭学資料研究

会の友人から録音テープ×譲り受け

ることが出来ました。

　

たまたま、ことしは市民憲章制定

記念の文化祭であり、市民憲章の精

神には幕末の大野人の進取の気象が

うたわれています。

　

文化祭実行委庄

の発表会には、これにふさわしいヤ

ッパン●マルスχ子供たちのミFで再

現させたいもの」と、岩治さんから

テープ×貸りて有終南小学校に依頼

永兄藤子、佐々木小忠子両教諭の1

週間にわたる困難な採譜作業によっ

てりこ童に指導出来る譜面が出来上が

りました。「クンダン●タカタカタ

ン、夕力夕カタッタラ」と、2拍D

の軽快で力強いリズムが、きょうも

ぽ楽室から流れ、120年ぶりに大野

の文明開化×告げた響きが、子供た

ちの于によって再現されています。

ヤッパンマルスを練習する有終南小音楽クラブの児童

洋太鼓を先頭に行進する大野藩の調練

　

（柳廼社蔵、安政元年の大調練行列図の一部）

スマイル

「上水道工事大忙し」

　

引越し作業大忙し

　　　　　　　

ーモグラ



亘鼎諺動唱励ぐ
大野市民吹奏楽団

音楽で心のハーモニーl

全日本吹奏楽コン

クール出場めざす

　

フルート、クラリネット、サック

ス、トランペット、ドラムなどの音

が美しいハーモニーとなって流れて

くる有終南小学校体育館○

　

毎週月

木曜日の

夜、この体育館で練習に励んでいる

のは、大野市民吹奏楽団（朝日正幸

団長）のみなさんです。団員は小学

5年生の児童から30歳台の青年まで

の30人で、公務員、店n、銀行t！、

会社員、大学生などと幅広く、女性

が9人います○

　

結成は昨年の3月で、中学校・高

校・大学時代に吹奏楽で活躍した人

が「市内に同好のグループがないの

は寂しい」と五●六人で練習×始め

たのが切っ掛けです○

　

その後次第に団員が増え、楽器の

種類も多くなったのですが、悩みの

種は練習会場でした○

　

吹奏楽の楽器壮音が大きいために

人家の近くでは出来ず、現在の有終

南小学校×借りるまでには何度か会

場×変え、その度に周囲を回って占

の大きさ×調べ、近所に迷惑×かけ

ないよう気×配ってきました○

　

これまでは主にポピュラーソング

歌謡曲×練習して約50曲のレパート

リー×もっており、文化祭やおおの

城まつりで市民に発表してきました。

　

結成して1年半、10月29日には市

民会館で団員待望の第一回定期演奏

会を開き、文化の香り高いクラシッ

ク音楽、ベートーベンのエグモント

やバッハのフーガト短調など×披露

して好評を博しました。

　

朝日団長は「吹奏するのが三度の

食事よりも好きな者ばかりですから

年齢や職業は異なっていても、音楽

をとおして心が1つになります。こ

れからますます練習×積んで、全日

本吹奏楽コンクールへの出場を目指

します」と意気込んでいます。

小
学
五
年
生
～
三
十
歳
台
の
人
が
共
に
レ
ッ
ス
ン

に
励
む

粕薬双

日本舞踊大会に出演

大野音頭を全国に披露

　　

「踊りをとおし

て人格づくり×し

社会のために尽す

人間になりましょ

う」と活動してい

るグループがあり

ます。

　

その名は和楽会

　

（会長由奥巌さん

会主松田あい子さ

ん）で、会nは30

～70歳台の商業、主婦、会社貝など

25人の女性と、会長の山奥さん1人

が男性という、風変わりな構成の会

です。

　

和楽会は昭和51年4月、五、六人

の踊り好きな婦人で発足して以来、

隔週日曜日の夜7～9時有終会館に

集まって新舞踊、民謡のけい二×し

ており、これまでに習い覚えた踊り

は約100種［1になります○

　

ことしの10月1日には東京で開か

れた全日本舞踊連合会全国大会に出

演し、北海道から沖縄県までの62団

体約700人に混じって「大野行頭」

×全国に披露してきました。

　

この間、大野和光園の慰問や大野

民謡大会（郷土民踊と民謡ショー）

に出演、松田あい子さんは「引っ込

み思案の人たちも踊り×とおして仲

間づくり×し、社会性×身につける

ことが出来ます。また、例会には家

事や仕事×離れて踊りに打ち込める

のでストレス解消に役立ちますし、

寒いときでも額に汗するほど体×動

かしますので、美容と健康に最適で

す」と話しています○

　

nH3日の文化祭「錦秋の譜」に

は「忠臣蔵松の廊下」で出演するた

め、会いたちは連日最後の仕hげに

励んでいます○

美容と健康に最適と張り切る和楽会員
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元市長森広治兵衛氏が死去

福祉・教育施設の充実に大きな業績

　

元大野市長森広治兵衛氏が、

10月11日午後7時10分心臓マヒ

のため福井市順化1丁目、次男

正昭氏宅で亡くなられました。

　

享年80歳でした。森広氏は土

庄村議、土庄村長を経て、昭和

33年8月から41年8月まで2期

8年間大野市長を勤められまし

た。

　

在職中には34年の伊勢湾台風

36年の北美濃地震、第二室戸台

風、38年の豪雪、40年の風水害

など多くの災害

に見舞われまし

たが、その都度

復旧に尽力され

る等幾多の業績

を残され、特に

市民会館、市庁

舎×はじめ公立保育所・幼稚園

学校などを建設して福祉・教育

施設の充実を図り、大野市の基

礎づくりに努力してこられまし

た。

夢と希望のある農村づくりに

花嫁相談所を開設
毎週土曜日、有終会館で

　

大野市農業委員

会は10月から「農

家花嫁相談所」を

毎週土曜日午後1

～4時有終会館で

開いています。

　

この事業は、青

年が夢と希望をも

って農業に取り組

む条件づくりをす

るもので、後記の方々が相談員です。

　

相談所には「農家花嫁（婿）台帳」

を備え、相談員が両者の希望に合う

方を選んで紹介します。

　

一身上の秘密は堅く守られますの

で、結婚相手の紹介を希望される方

は、この相談所を利用され、カード

の預託をお勧めします。

　

農業後継者結婚相談員（敬称略）

＜大野地区＞松山定吉（春日）、猪

島高（篠座町）、柴田きくの（春日

2丁目）、田中新一郎（元町）

＜下庄地区＞竹内善忠（横枕）、長

谷川新兵衛（中荒＃1丁目）、朝日

善一（西大月）、斉藤志づ子（中挾

町）、北川忠夫（菖蒲池）

＜乾側地区＞足利周徳（牛ヶ原）、

市地明（牛ヶ原）、馬道恭子（矢）

飯田治一郎（上丁）

＜小山地区＞永田房子（新庄）、斉

藤敏（上舌）、土屋静（阿難祖領家）

飯田なつえ（深井）、畑中吉次郎（上

黒谷）

＜上庄地区＞杉川芳子（西山）、安

部繁樹（森山）、羽生長（下据）、

山田正一［］／i条方）、北山はまえ（木

本）、下島薫（木本）、小山修一（森

政領家）、橋本祝男（友兼）

＜富田地区＞松浦玲子（h野）、光

沢晃男（富島）、山村市太郎01野）

米村喜六（1こ野）、松田絹子（森剛

田中生（土打）、田中り、（井「1」

＜阪谷地区＞小豆弥作（石谷）、金

本一三（蓑道）、前野］五郎（森本）

松村長子（南六呂師）、桜田平治（金

山）、飯岡彦兵衛（萩ケ野）

＜五箇地区＞林信治（西勝原）、広

瀬重孝（西勝原）、岸本ナッエ（西

勝原）
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今月末に完成する小池のキャンプ場

小池でキャンプ場づくり

来年の夏オープン

　

県は白山国立公園内の小池でキャ

ンプ場づくりをしています。

　

集落跡の北側3，000平方にの土地

×整地してテントサイト20ヵ所と炊

事棟、便所など×造っており、11月

末には完成する予定です。総事業費

は1，700万円。

　

小池は野鳥の楽園といわれ、神秘

な青い水をたたえる刈込池、ブナの

原生林などがあり、自然×求めるハ

イカーには魅力ある場所です。

　

その上白山、赤兎、三ノ峰などの

登山ルートにもなっており、ベース

キャンプ地としても重要な位置にあ

ります。

　

来年は管理棟も造られ、体育レク

リェーションのキャンプに、また登

山基地のキャンプ地として大いに利

用されることになります。
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7月から六呂師高原で建設が進め

られてきた奥越酪農団地が、近く完

成しますo

　

この団地は奥越酪農生産組合（稲

津孝彦組合長外4人）が、第2次農

業樹造改善事業のlつとして、円由

公園の束側、県道南六呂師下荒井線

沿いの県営奥越高原牧場の一角の地

約2万平方にに畜舎5棟（26O7平方

に）を建て、2OO頭の乳牛×飼育す

る計画です○

　

整地、畜舎●サイ口・たい肥舎●

水源施設の建設などの総事業費は2

億9，328万円で、11月上句には北海

道から65頭の若牛を購人することに

なつていますoこうし

越美線、工事線へ格上げ

全線開通へ前進

　

鉄道建設審議会が11月19日開かれ

ローカル線としては、越美線と宮福

線（宮津一福知山）の2線の未開通

区間が調査線から工事線に格上げさ

れました。

　

越美線は現在越美北線（福井一九

頭危湖）と越美南線（美濃太田一北

濃）に分かれており、九頭・屯湖と北

濃間約28≒爪：が未

開通区間になって

います。

　

このため、福井

岐阜両県と関係市町村とで国鉄越美

線全通促進期成同盟連合会×つくり

これまで全線開通×国に強く要望し

てきました。

　

今回の格上げで、越美線が工事の

基本計画に組み入れられたことは、

市民の60年間にわたる悲願が実現へ

1歩近づいたことになります○
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終戦後、未開の原野が開拓され

るまでは、唐谷泥流や巨大な火由

岩×含んだ塚の数が約千個もあっ

たといわれ、こんもりと茂った森

が随所にあって、夕暮れになると

そこ×通るのは怖く、キッネにだ

まされたという話をよく聞かされ

ました○

　

戦時中、都会から疎開して来た

人や、戦後海外からの引揚者が入

植し、ズッと後になって西谷、和

泉村からも人植しました。

　

ばしめは機械力もなく、はがね

のないくわ×手に、全く慣れない

于つきで1日に1坪ぐらい×開墾

しました。近くの農家から種や苗

×分けてもらってジャガイモ、ア

ワ、ヒエ、サッマイモχ栽培しま

した。入植当時は食糧と履物の確

保がやっとで、あるときは阪谷方

面へ食糧を求める一方、近くにあ

るリョウバやサッマイモの葉、キ

ッネショウブも食べ、たくさんい

たウサギも大切な食糧でした。

　

昭和22年10月には天皇陛ドが行

幸され、住民は抱きつくように陛

ド×取り囲み、その時の感激は今

でも忘れられないそうです。

　

昭和34年には100貿、昭和35年

には50貿、さらに昭和46年には県

営総俘パイロット事業として352

娃の水田とかんがい川水、冷水路

の工事が完成し、現在は新塚原の

開拓が谷々と進められています。

　　　　　　　　　　　

（T生）

お知らせ

◆戦傷病者、遺族の援護相談

　

戦傷病者、遺族の援護帆淡が11月

15日（水）午前10時～午後3時有終

会館で開かれます。

　

戦傷病者、戦没者遺族、旧軍人な

どの恩給、援護、叙位、叙勲、未帰

還者の調査等の問題について、県の

専門職員が相談に当たりますので、

ご利用下さい○

◆年末資金融資の利用を

　

国民金融公庫は中小企業の年末資

金融資×していますので、Il月2O目

までに中し込んで下さい○

　

貸し付けには衿通貸付（運転資金）

食品貸付（食品小売業、食品裂造小

売業の設備資金）、省力化貸付（省

力化の設備資金）があり年利率6．O5

～7．1％です○

　

希望の方は、大野商工会
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◆造林の補助金申請を

　

10y以l－．i

県から事業費の約50％の補助金が出

ます。

　

造林×済まされた人は、大野市森

林組合（有明町、電話6－0005）へ

補助金申請してドさい。

◆16ミリ映写機操作技術認定講習会

＜日時＞11月21日（火）22日（水）

　　　

午前9時～午後5時

＜場所＞大野市民会館

＜対象＞一般市民約50人

＜中し込み＞11月15日までに市教委

　　　

社会教育課（6－1111内線405）

　　　

へ

＜経費＞400円（テキスト代）

今月の納税

偉m極第3期分

SO目まかに納めて下参特よ

凰見鶏
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に
思
え
る
の
だ

が
▼
田
ん
ぼ
は
坊
主
刈
り
と
な
り
、
雲
の
表

情
も
空
の
色
も
変
わ
り
、
耳
元
の
風
も
ヒ
ン

ヤ
リ
と
し
み
る
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
人
影
は

な
く
、
赤
ト
ン
ボ
の
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
よ
う
な

羽
根
が
、
日
差
し
に
キ
ラ
リ
と
光
る
。
大
野

盆
地
は
い
つ
の
間
に
か
秋
が
だ
け
で
い
た
。

▼
虫
の
七
役
も
代
わ
っ
た
。
「
夕
空
晴
れ
て

秋
風
吹
き
、
月
影
落
ち
て
ス
ズ
ム
シ
嶋
く
」

だ
が
、
ス
ズ
ム
シ
の
声
は
既
に
聞
か
れ
な
い
。

コ
オ
ロ
ギ
だ
け
が
嶋
い
て
く
れ
る
▼
嶋
く
と

い
う
の
か
、
七
日
χ
出
す
と
い
う
の
か
、
い
ず

れ
に
し
て
も
悲
し
い
ほ
ど
、
か
ぼ
そ
い
音
色

で
あ
る
。
草
む
ら
に
、
時
と
し
て
は
台
所
の

隅
っ
こ
な
ど
で
嶋
く
。
ソ
ー
ツ
と
近
寄
る
と

ハ
タ
と
七
‐
は
途
絶
え
る
▼
そ
し
て
中
空
に
浮

か
ぶ
目
‥
は
さ
え
る
。
我
が
身
一
人
の
秋
で
は

な
い
が
、
物
思
う
季
節
で
も
あ
る
。
宇
宙
飛

行
士
が
月
に
着
陸
し
、
荒
涼
た
る
月
面
を
紹

介
し
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
月
は
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
で
あ
り
、
か
ぐ
や
姫
が
ほ
ほ
え
ん
で

い
る
と
思
い
た
い
▼
た
え
な
る
虫
の
七
口
、
む

れ
飛
ぶ
赤
ト
ン
ボ
、
ば
い
煙
の
ま
じ
ら
な
い

澄
ん
だ
大
気
、
さ
え
渡
る
月
。
ビ
ル
の
谷
間

に
住
ん
で
い
て
は
、
と
て
も
味
わ
う
こ
と
は

出
来
な
い
▼
十
一
月
。
。
。
日
は
柳
廼
社
の
祭
礼
○

こ
れ
で
、
こ
と
し
の
大
野
市
の
祭
り
は
幕
χ

お
ろ
し
、
季
節
は
ひ
そ
か
に
晩
秋
か
ら
冬
へ

移
行
す
る
○
祭
り
の
さ
ん
ざ
め
き
の
中
で
、

幼
き
日
の
田
心
い
出
に
泌
り
、
菊
の
香
に
む
せ

び
な
が
ら
、
過
ぎ
て
行
く
晩
秋
の
た
た
ず
ま

い
χ
静
か
に
味
わ
い
た
い
。
（
D
生
）
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